
9月市議会で認定された一般会計、4つの特別会計、3つの企業会計について、大切なお金の使い道を報告します。
（金額は全て1万円未満四捨五入。端数処理の関係で合計が一致しない場合があります。）
歳入決算額は646億1,242万円で前年度に比べ1.8％の増、歳出決算額は643億9,008万円で前年度に比べ2.3％
の増となりました。

歳入の52.8％を市税が占めています。
市税の中では、固定資産税が45.9％、
市民税が44.3％で、全体の90.2％を占
めています。国庫支出金は、48億
6,978万円（対前年度比15.9％の増）
となり、増収の要因は物価対策及び定
額減税に関する事業費に対する補助金
が増加したことによるものであります。
寄附金は24億7,178万円(対前年度比
10.0％減)となりました。これは主にふ
るさと応援寄附金として24億5,742万
円を受け入れたことによるものであり
ます。

財政課財政係 95-9869

決算を報告します令和6年度会計

一般会計歳入

市税の内訳

特別会計決算 企業会計決算

都市計画税の充当状況

特別会計・企業会計決算

項目 決算額
市民税

個人
法人

固定資産税
軽自動車税
市たばこ税
都市計画税

項目 事業費 都市計画税充当
金額

街路事業
下水道事業
地方債償還
合計

特別会計名 歳入 歳出
国民健康保険
訪問看護事業
介護保険
後期高齢者
医療保険
合計

企業会計名 収入 支出

水道事業 収益的収支
資本的収支

下水道事業 収益的収支
資本的収支

病院事業 収益的収支
資本的収支

合計

歳入
総額370億614万円
前年度比5.1％増

その他
（16.9%）
62億4，341万円

繰越金 （4.7%）
17億5，643万円

寄附金 （6.7%）
24億7，178万円

県支出金
（5.7%）
21億72万円

国庫支出金
（13.2%）
48億6，978万円

86億7，529万円
45億6，520万円
41億1，009万円
89億7，651万円
2億3，471万円
5億196万円

11億7，554万円

2億3，911万円
5億8，485万円
13億3，875万円
21億6，271万円

133億9，118万円

12億2，635万円

56億6，664万円
1億2，083万円
63億7，736万円

131億2，383万円

12億2，428万円

55億2，499万円
6，178万円

63億1，278万円 15億3，508万円
2億7，621万円
27億4，294万円
15億9，392万円
71億1，616万円
9億5，080万円

142億1，511万円

14億5，558万円
6億8，702万円
25億8，101万円
28億2，843万円
83億6，986万円
6億6，395万円

165億8，584万円

330万円
3億5，650万円
8億1，574万円
11億7，554万円

市税 （52.8%）
195億6，402万円
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決算額346億8,041万円で前年度対比3.7％増となりまし
た。子育て支援や高齢者・障害者福祉・医療などにかかる
民生費は、対前年度比1億3,930万円の増（1.2％増）、道
路や公園などの整備にかかる土木費は、対前年度比3億
2,664万円の増（8.2％増）となりました。また、教育費
は対前年度比3億5,593万円の減（9.4％増）となりました。
基金については、財政調整基金へ1,943万円の積み立て、
公共施設維持基金に2億1,409万円積み立てを行い、将来
に備えました。

総務費
デフレ脱却のため、令和6年度に限り（一部令和7年
度）の措置として「定額減税」を設け、減税しきれな
い者に対しては、定額減税補足給付金（調整給付）を
支給しました。
民生費
児童手当支給事業などの子育て支援、介護給付・訓練
等給付事業などの障害児者支援施策を推進しました。
子どもの健康増進保持のため、高校生世代の通院に対
する元気っ子医療費助成を拡大しました。また、民間
保育所・こども園に対して、給食賄材料費の補助を行
いました。
衛生費
安心して出産・子育てができるよう、妊娠期から出
産・子育てまで一貫して支援を行いました。碧南市環
境基本計画に基づき、先導的環境施策の推進に努めま
した。さらに、市民病院の経営安定化や設備投資など
のため、病院事業会計へ繰り出しを行いました。
土木費
北部工業地整備事業において市道大久手3号線他道路
改良工事を実施したほか、生活道路整備事業、橋梁長
寿命化対策事業、駅周辺環境整備事業、住宅耐震化等
促進事業、空家等対策事業、市営住宅長寿命化事業な
どを実施しました。
教育費
学校教育事業や社会教育事業のほか、小中学校の施設
の老朽化対策としてトイレなどの改修工事などを行い
ました。
また、水族館の外壁工事を実施したほか、ビーチバ
レーボールなどのビーチスポーツの実施やスケート
ボード大会への補助を行い、スポーツの推進に努めま
した。
その他
中小企業者のカーボンニュートラルに資する取り組み
を支援し、事業者の成長や地域経済の発展を図りまし
た。
また、愛知県が大浜漁港内において新たに整備する浮
桟橋の事業費の一部を負担し、事業の促進に努めまし
た。　
さらに、最新のハザードマップを市内全域に配布をし
ました。また、災害に備え、非常食や飲料水の備蓄管
理などを行いました。

地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、令和6年度決
算の健全化判断比率を示す4指標と公営企業の資金不足比率を公表
します。これらの比率は、赤字額や借入金の額などを基に、自治体
の財政の健全化度を数値として表したものです。いずれも、値が少
ないほど、その自治体の財政は健全な状態にあるといえます。
総評
令和6年度決算は、いずれの指標でも基準を下回り、財政状況は健
全であると言えます。

歳出
総額346億8，041万円
前年度比3.7％増

その他 （10.6%）
36億6，260万円

教育費 （11.9%）
41億3，705万円

土木費 （12.5%）
42億9，004万円

衛生費 （13.6%）
47億1，226万円

民生費 （33.8%）
117億7，325万円

総務費 （17.6%）
61億521万円

－
－
3.7%
－

－
－
－

20.0%

12.53%
17.53%
25.0%
350.0%

健全化判断比率

資金不足比率
【指標の説明】
実質赤字比率　　　一般会計などの赤字の割合を示す指標
連結実質赤字比率　全ての会計の赤字の割合を示す指標
実質公債費比率 一般会計などが負担する借入金の返済

額などの割合を示す指標（3か年平均）
将来負担比率 一般会計などが将来負担すべき借入金

の残高などの割合を示す指標
資金不足比率　　　企業ごとの資金不足（赤字）の割合

一般会計歳出

健全化判断比率・資金不足比率

※表中の「－」は、資金不足が発生していないことを
示しています。

※表中の「－」は、実質的な赤字が発生していないこ
とを示しています。

指標 碧南市 早期健全化基準
実質赤字比率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将来負担比率

会計名 碧南市 経営健全化基準
水道事業会計
下水道事業会計
病院事業会計
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